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4月末に、日本学科の教授たちは日本とカザフスタンを訪問した。
ソフィア大学の古典・現代言語学部副学部長兼日本学科長のゲルガナ・ペトコワ教授は研究者のリュドミラ・キリロワ博士とともに、エラスムス・ムンドゥス共同プログラムのパートナーであるアルマティ市のカザフスタン国立アル・ファラビ大学（KazNU）を訪問した。会議ではエラスムス・ムンドゥスの共同修士課程である「ユーラシア軸に沿った異文化間コミュニケーション」と、将来のプロジェクトの可能性について話し合われた。
さらにソフィア大学の教授たちは、将来共同プログラムの学生たちが訪れることになる大学のさまざまな建物（本館、図書館、学部棟、寮）などを見学し、アルマティ市の状況、交通、文化、地域の特徴などについても情報を収集した。
またペトコワ教授とキリロワ博士は、東洋学を専攻するKazNUの教師と学生向けに一連の講義を開催した。

同時期に、日本学科のもう一人の教師である准教授ビャラ・ニコロワ博士が来日した。
ニコロワ准教授は、いくつかの大学や機関（札幌市の北海道大学や東京の創価大学、城智大学、駐日ブルガリア共和国大使館）との作業会議に参加したほか、東京外国語大学と東京大学の代表者らとの非公式会議にも参加した。
4月23日、ビャラ・ニコロワ准教授の協力と参加を得て、北海道大学にて「ソフィア”聖クリメント・オフリドスキ”大学の日」が開催された。 2時間のイベントでは、スラブ言語の研究に興味があり、特にブルガリア語と文化に強い関心を持っている北海道大学の学生のために、OOGsプログラムによってもたらされる機会と、二つの大学間で新しく署名されたブルガリア語協力協定について紹介された。またイベントの一環として、駐日ブルガリア共和国大使館のマリエタ・アラバジエワ大使、ペタル・ニコラエフ一等書記官らとのオンライン会議が開催された。そこにはソフィア”聖クリメント・オフリドスキ”大学の日本学科の代表者である 古典・現代言語学部副学部長兼日本学科長のゲルガナ・ペトコワ教授や、学士課程の学生たち - ナタリヤ・コストワ（1年生）、ガブリエラ・ハジエワ、ニコライ・ドラレフ、スタニスラフ・ゴスポディノフ（4年生）、修士課程「日本研究：社会と文化」のビクトリア・ゲトワ（2年生）も参加した。主催者を代表して准教授菅井健太博士が発表し、ビャラ・ニコロワ准教授がそれをフォローする形で質問などに答えた。
会談では、両大学間で締結された契約に基づく交流の可能性や、教育および起業活動の分野での提携について話し合われた。ニコロワ准教授は、今後ブルガリアの学生が訪れる北海道大学キャンパス内のさまざまな建物（本館、図書館、学部棟、寮など）を見学した。そして札幌市の状況、交通、文化、地域の特徴などの情報を収集した。
また、創価大学・城智大学・東京外国語大学・東京大学の教授や国際部の代表者らと、今後の連携や交流の機会についても話し合った。
